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「支える」スポーツの新たな展開について 資料２ 

 

１ 長岡市スポーツ推進計画での位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           計画期間：平成 29年度～令和８年度 
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コミュニティスポーツ推進組織の活動支援

を【重点施策】に位置づけている。 
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２ 推進計画（中間見直し）における課題認識 
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３ 「支える」というスポーツの楽しみ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 催 ： 長岡市スポーツ協会 

日 時 ： 令和５年 10月 28 日（土） 

対 象 ： 「ささえるスポーツ活動」に興味のある中学生・高校生 

  

アナリスト、グランドマネージャー

としてチームに貢献したい 
運営スタッフとして 

スポーツに関わりたい 

スポーツイベントを 

企画・運営したい 
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４「支える」スポーツのイメージ、方向性  

 

○「支えるスポーツ」とは 

 例えば 

 ・スポーツクラブの指導者、コーチ、マネージャー、トレーナーなど 

 ・教室・大会の受付や運営に携わる 

 ・競技団体、少年団、部活動保護者会など会計や会の運営に携わる 

 ・スポーツを観戦する、好きなスポーツクラブの応援をする 

 ・スポーツ好きな人たちのコミュニティサイトを立ち上げる など 

 

 今まで無意識、無自覚、義務で携わっている人も多いかもしれないがすべて

「支えるスポーツ」 

 「スポーツを支えたい」「スポーツで支えたい」「スポーツで社会貢献をした

い」という人材の発掘・育成が必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スポーツを「する」人の周りには必ず支える人がいる。 

・支える人たちがいるからこそ、コミュニティが広がる。 

・支える人、広げる人を通して新しいスポーツコミュニティが形成される。 

⇒多くの人が支えるスポーツに携わることで継続性、持続性が生まれる。 

 

 

 

 

 

つながる 

新しいスポーツコミュニティの形成 

する 

ささえる 

ひろげる 

つくる・はぐくむ 
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５ 令和６年度の取組みについて 

 

「ささえるスポーツ活動普及促進事業」 

 

目 的 

 

 地域スポーツ活動の持続性向上を目的に、将来の地域スポーツを支える担い

手を発掘・育成していく。 

 子どもの頃から「ささえる」スポーツを体験できる環境を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

 

 中学生～大学生を対象に、ささえるスポーツ活動の体験機会（２コース）を提

供する。 

 スポーツイベント 

サポートコース 

スポーツイベント 

企画・運営コース 

体験内容 
市やスポ協等のスポーツイベント

等に運営スタッフとして協力 

自分たちでスポーツイベント等を企

画から運営まで体験 

参加単位 個人 
３人以上（責任者となる成人を必ず含

める） 

件  数 延べ 200 人 ５件 

支援内容 謝礼（ながおかペイ 500 ポイント） 

上限 100 千円を市が補助 

市・教委が共催 

外部講師のアドバイス 

想定するイ

ベント等の

イメージ 

・スポレクフェスタ 

・ジュニアスポーツフェスタ 

・支所スポーツイベント 

・スポ少内での親子スポーツ大会 

・市内３校でのサッカー大会 

・学内でのスポーツイベント 

育成したい

人材 

・地域スポーツイベントの運営スタ

ッフ 

・地域スポーツイベントの担い手 

・地域クラブの指導者 

 

スポーツは苦手だけど、ささえる活動（スポーツボランティア）に楽しさを感じ

たり、人の役に立っていることや人々との出会いを喜びとして感じてもらうこ

ともスポーツの楽しみ方の一つ。スポーツへの関わり方として「する」「みる」

に加え、「ささえる」という選択肢も選べるようにしていく。 


